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Time L／R Fcho　Movement Mean　WindDate Direction Speed Ve1ocity
Deviation
JST deg km／h deg　k壇／h （h） deg
19ア3
June， 17 1530－1645 L 167 15 246　35 〔15〕 一79
19 1300－1415 ？ 291 36 27∫ 45 （15〕 16
1355－1455 L 281 25 H 6
1435－1605 R 299 20 ” 24
1510－1625 R 290 17 ” 15
1535－1650 L 274 27
l　l 一1
1820－1920 R 292 21 280 42 〔15－21〕 12
1845－1945 R 295 10
1， 15
1900－1945 R 301 14
1一 21
1945－2045 R 308 15 285 40 （21） 23
20 1230－1345 C 264 14 263　46 （15〕 1
1215－1300 R 283 17
1， 20
1642－1759 L 228 7
1， 一35
21 1350－1500 R 308 17 274　47 〔09－21〕 34
23 1615－1745 R 269 44 261 57 （15－21〕 8
161S－1945 R 275 43 ” 14
1945－2200
’R 271 40 260 s3 （21〕 11
2030－2145 L 255 41
l　l 一5
24 1736－1830 R 31 18 319　26 〔15－21） 72
1800－1900 R 47 13 11 88
Ju1y， 1 1345－！445 R 268 15 289 27 （1S〕 一21
1600－1715 R 280 26
，一 一9
1727－1827 R 281 32 277 29 〔15－21〕 4
1727－1827 R 268 26
一1 一9
1727－1827 L 257 25
一1
一20
3 1205－1335 C 55 10 71－　27 〔09－15〕 一16
1430－1600 C 68 9 66　27 〔15〕 2
11 1810－1925 L 267 24 268 28 〔15－21〕 一1
1840－1945 L 268 32
，1 0
2000－2100 C 275 26 273 28 （21〕 2
2000－2115 L 253 31 11 一20
2001－2115 C 270 24 11 一3
202S－2110 C 276 32
l1 3
2025－2145 C 275 26
l　l 2
2026－2145 C 279 21
l　l 6
2030－2115 L 228 29
1， 一45
12 1845－1945 L 274 12 307　27 （21〕 一33
1912－2030 L 280 8
1l 一27
2137－2240 L 273 27 ” 一34
Aug．， 6 2015－2115 ？ 282 20 272　16 〔21） 10
2018－2100 C 280 26
11 8
2100－2200 R 324 16
1， 52
7 1140－1225 L 345 18 331　17 （09－15〕 14
1140－1245 C 335 16
，， 4
1240－1325 R 354 18
1l 23
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　このように6月23日の比較的大きな4つの雷雨のうち，3つは大気平均流から右偏筒し，
他の1つは左偏椅して移動したことが観測された．またそれぞれ移動が偏椅した側に成熟期
の反射率傾度が高いことが測定された．
4．統計的結果
　前章であげた6月23日の4つの雷雨を合む45例の解析の対象とした雷雨エコーは表1の
とおりである．第1欄は観測日，第2欄はエコーの移動を追跡した時刻を表わし，第4欄の
移動方向と速さはこの時間内の平均の移動ベクトルである、エコーの成熟期を含むが必ずし
も発生および消滅の時刻ではない．第3欄は等エコー構造より判断して，レーダー反射率の
相対的に強い領域が片寄る側を進行方向に関して表わし，Rは右側，Cは申央，Lは左側，
そして疑問符は判然としないものの意である．第5欄に個々のエコーに対応すべき大気平均
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　　　　　　　　　DlRECTION　of　ECHO　MOVEMENT
図3需雨エコーの移動方向と大気平均流の方向の関係および等エコー構造の差異によ
　　る分類
Fig．3　Direction　of　echo　movementη∫．direction　of900＿300mb　mean　wind；blacked
　　circles　correspond　to　echoes　which　had　a　relatively　strong　radar　reHectivity　in
　right－hand　portion　of　the　echoes，triangles　correspond　to　echoes　which　had　n0
　　biased　iso－echo　structures，white　circ1es　correspond　to　echoes　which　had　echo－cores
　at　left　side　of　the　echoes．
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流の方位と大きさを表わした．括弧内は使用した高層風資料の時刻で2者にわたるものはそ
の平均値である．第6欄は移動ベクトルの平均風ベクトルからの偏椅角を表わす．正は右偏
椅で負は左偏椅になる．図3はこれら3個のエコーの移動方向をその時の大気平均流に対し
プロットしたものである．破線は移動方向と平均風の一致を表わす．
　雷雨エコーの移動方向は全体として270。付近に集っていた．東南西北を中心に4象1眼に
移動方向を分類すると，移動ベクトルが東象限に向うものが36例で全体の80％と圧倒的に
多く，次いで南象限は5例で11％，西象限3例7％，北象限1例2％であった．表1で見
られるように移動方向が南成分あるいは西成分を強く持つのは比較的風の弱いときであっ
た．移動方向の大気平均流との関係においては，半数以上の雷雨エコーはその右へずれて移
動したがなお約3分の1のエコーは左へ偏椅した．並進したものもいくつかあった．移動の
早さはほとんどの雷雨において平均風より遅く，平均風の7～8割のものが多かった．
　次に，それぞれの雷雨の等エコー構造においてレーダー反射率の相対的に強い領域の位置
をその移動方向に関して分類すると，図3において黒丸印で表わした，この領域が右側に偏
在したエコーは45例中19例あり，42％にあたる．中央にあって片寄りのなかった三角印
のエコーは10例で22％，そして白丸印で表わした．左側に偏在していた雷雨エコーは14
例，31％であった．このようなレーダーに現われた等エコー構造における差異と大気平均
流からの偏椅の関係は，図3に明らかなように，右側にレーダー反射率が強く測定された雷
雨エコーの大部分は破線の右下の部分，すなわちエコーの移動方向が大気平均流から右に偏
椅する部分に属し，反対に左側において強かった雷雨エコーは図の左上，すなわち左に偏椅
して移動した部分にその大部分が属しているという傾向で示された．更にいずれにも片寄ら
ない等エコー構造を持つエコーは破線の近傍に分布し，ほとんど大気平均流と並進して移動
したことが明らかである．相対的に強い反射率の測定された領域の偏在する側と大気平均流
からの偏椅の向きの一致した雷雨エコーは，偏椅角に土5。の幅を許して判定すると，35例で
78％になった．またこの傾向に反して一致をみなかったエコーは8例で18％であった．
5．む　す　び
　雷雨エコー一の移動方向と等エコー構造の関係を調べた結果，約8割の雷雨がレーダー反射
率の相対的に強い領域に偏在する側，すなわち反射率傾度の高い側に向って，大気平均流か
ら偏椅して移動したことがわかった．雷雨はそれをとりまく周囲の風に単に流されることな
く，対流系として周囲の環境に関わりながら独自の組織的な運動をする．一般に強い反射率
が測定される領域はその雷雨エコーの内で対流活動の活発な部分である．ここで観測され議
論された雷雨は，現象的には，その対流活動が活発に維持されたと思われる方向に伝播し，
全体として大気平均流から偏碕したと考えられる．
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